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投
資
に
関
す
る
税
制
改
革
を

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
経
済
的
な
影
響
は
あ
と

2
年
ほ
ど
続
く
と
思
わ
れ
ま
す
。
日
本
は
こ

れ
ま
で
も
幾
多
の
災
害
や
戦
火
を
乗
り
越
え

て
き
た
の
で
す
か
ら
、
な
ん
と
し
て
も
今
回

の
コ
ロ
ナ
禍
も
乗
り
越
え
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

そ
の
一
つ
の
未
来
の
転
機
と
し
て
想
定
し

て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
2
0
3
0

年
で
す
。
こ
れ
は
S
D
G
s（
持
続
可
能
な

開
発
目
標
、
図
1
）※
１

の
達
成
目
標
年
で
あ

り
、
日
本
に
お
い
て
は
全
国
に
約
2
8
0
万

人
い
る
団
塊
世
代
が
お
よ
そ
半
数
に
な
る
と

予
測
さ
れ
て
い
る
年
で
も
あ
り
ま
す
。
当
然
、

国
内
の
人
口
は
減
少
す
る
の
で
、S
D
G
s
に

即
し
て
大
量
消
費
・
大
量
生
産
の
時
代
か
ら

脱
却
し
、
人
的
・
物
的
資
源
を
効
率
的
に
活

用
す
る
こ
と
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
わ
け

で
す
。
ま
た
、1
9
0
0
兆
円
超
に
上
る
個

人
金
融
資
産
の
半
分
以
上
は
高
齢
者
の
所
有

資
産
な
の
で
、2
0
3
0
年
ま
で
に
は
そ
の
多

く
を
相
続
や
投
資
な
ど
に
よ
っ
て
再
分
配
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
を
最
大
限
に
生

か
す
に
は
税
制
な
ど
の
抜
本
的
な
改
革
が
必

要
で
す
。
例
え
ば
、
エ
ン
ジ
ェ
ル
税
制
※
２

に
お
け
る
控
除
対
象
額
の
上
限
を
引
き
上
げ

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
へ
の
投

資
は
確
実
に
活
発
化
す
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、

株
式
投
資
型
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
※
３

に
つ
い
て
も
上
限
の
引
き
上
げ
を
推
進
す
べ

き
で
す
。
ア
メ
リ
カ
で
は
株
式
投
資
型
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
1
社
当
た
り
数

百
万
円
の
投
資
を
実
施
す
る
こ
と
が
ざ
ら
で

す
が
、
日
本
に
お
い
て
は
年
間
50
万
円
が
上

限
と
な
っ
て
お
り
、
思
う
よ
う
に
こ
の
種
の

投
資
ス
タ
イ
ル
が
定
着
し
て
い
な
い
の
が
現

状
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
を
契
機
に
少
し
ず
つ
投

資
熱
が
盛
り
上
が
り
つ
つ
あ
る
の
で
、
政
府

に
は
こ
れ
を
機
に
税
制
改
革
や
金
融
教
育
を

推
し
進
め
、
投
資
に
よ
る
富
の
再
分
配
を
進

展
さ
せ
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

S
D
G
s
に
即
し
た
事
業
展
開

で
は
、
民
間
企
業
は
こ
う
し
た
状
況
下
に

お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
実
施
す

べ
き
な
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
こ
か
ら
は
い
く

つ
か
の
テ
ー
マ
に
即
し
て
お
伝
え
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
の
は
S
D
G
s
を

意
識
し
た
事
業
を
展
開
す
る
こ
と
で
す
。
具

体
的
な
要
素
と
し
て
は
、
成
長
・
雇
用
、
ク

リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、

循
環
型
社
会
、
温
暖
化
対
策
、
生
物
多
様
性

の
保
全
、
女
性
の
活
躍
、
児
童
虐
待
の
撲
滅
、

国
際
協
力
と
い
っ
た
こ
と
を
意
識
し
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
生
物
多
様
性
の
保
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全
と
い
う
要
素
で
あ
れ
ば
、
従
来
通
り
の
農

林
水
産
業
だ
け
で
な
く
、
陸
上
養
殖
な
ど
の

分
野
に
注
力
し
、
自
然
環
境
を
守
り
な
が
ら

食
糧
問
題
の
解
決
に
寄
与
す
る
と
い
う
方
針

を
掲
げ
る
と
い
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
女
性
の
活
躍
と
い
う
要
素
で
は
、
女
性

経
営
者
や
女
性
幹
部
を
い
か
に
増
や
し
て
い

く
か
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
で
し
ょ
う
。

企
業
に
は
そ
う
い
っ
た
具
体
的
な
施
策
を

展
開
し
な
が
ら
、
自
社
が
S
D
G
s
を
ど
の

程
度
、
達
成
し
て
い
る
か
を
定
期
的
に
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
す
る
と
と
も
に
、
し
っ
か
り
と
公

表
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

は
地
域
か
ら
の
信
頼
を
得
る
こ
と
に
つ
な
が

り
、
ひ
い
て
は
自
治
体
か
ら
の
補
助
や
金
融

機
関
か
ら
の
融
資
を
受
け
た
り
、
そ
し
て
新

卒
採
用
を
は
じ
め
と
し
た
人
的
資
源
を
確
保

し
た
り
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
は
ず
で
す
。

グ
リ
ー
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
波
に
乗
る

次
に
注
目
し
た
い
キ
ー
ワ
ー
ド
は
グ
リ
ー

ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
す
（
図
2
）。
こ
れ

は
2
0
5
0
年
ま
で
に
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
※
４
を
実
現
す
る
と
い
う
政
府
目
標
の

達
成
に
向
け
た
取
り
組
み
の
こ
と
で
、
既
に

2
0
2
0
年
度
第
3
次
補
正
予
算
で
は
2
兆

円
規
模
の
「
グ
リ
ー
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
基

金
」
が
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開

発
機
構
（
N
E
D
O
）
に
組
成
さ
れ
、
今
後
、

図1　SDGs（2030年達成テーマ）が示した持続的成長領域

テーマ区分 2050年までの政府グリーンイノベーション（GI)テーマと支援

イノベーション・
アクションプラン
（5分野16課題）

Ⅰエネルギー転換：再生可能エネルギー（太陽・地熱・風力）、低コスト水素サプライチェーン、高効率・低コストな超省エネ
Ⅱ運輸：グリーンモビリティ、高性能蓄電池（EV等）、バイオ燃料
Ⅲ産業：ゼロカーボンスチール、光合成プラスチック、CO²吸収セメント 
Ⅳ業務・家庭・横断領域：グリーン冷媒、働き方改革、行動変容、シェアリングエコノミーによる省エネやテレワーク
Ⅴ農林水産：生態系による炭素蓄積、スマート農林水産業、DAC（直接空気回収技術）

段階ごとの
支援体制

2020年代
研究開発段階

2030年代
開発段階

2040年代
導入拡大

2兆円基金民間投資の活用 官民による協調投資 公共調達や規制・標準化で需要拡大

図2　2050年産業構造変革を加速するグリーンイノベーション

出典：経済産業省「グリーンイノベーション戦略推進会議について」2020.6.26資料より

1 貧困をなくそう あらゆる場所で、あらゆる形態の貧困に終止符を打つ

2 飢餓をゼロに 飢餓に終止符を打ち、食料の安定確保と栄養状態の改善を達成するとともに、持続可能な農業を推
進する

3 すべての人に健康と福祉を あらゆる年齢のすべての人の健康的な生活を確保し、福祉を推進する
4 質の高い教育をみんなに すべての人々に包摂的かつ公平で質の高い教育を提供し、生涯学習の機会を促進する
5 ジェンダー平等を実現しよう ジェンダーの平等を達成し、すべての女性と女児のエンパワーメントを図る
6 安全な水とトイレを世界中に すべての人に水と衛生へのアクセスと持続可能な管理を確保する

7 エネルギーをみんなに
そしてクリーンに すべての人々に手ごろで信頼でき、持続可能かつ近代的なエネルギーへのアクセスを確保する

8 働きがいも経済成長も すべての人のための持続的、包摂的かつ持続可能な経済成長、生産的な完全雇用およびディーセン
ト・ワーク（働きがいのある人間らしい仕事）を推進する

9 産業と技術革新の基盤を
つくろう 強靭なインフラを整備し、包摂的で持続可能な産業化を推進するとともに、技術革新の拡大を図る

10 人や国の不平等をなくそう 国内および国家間の格差を是正する
11 住み続けられるまちづくりを 都市と人間の居住地を包摂的、安全、強靭かつ持続可能にする
12 つくる責任 つかう責任 持続可能な消費と生産のパターンを確保する
13 気候変動に具体的な対策を 気候変動とその影響に立ち向かうため、緊急対策を取る
14 海の豊かさを守ろう 海洋と海洋資源を持続可能な開発に向けて保全し、持続可能な形で利用する

15 陸の豊かさも守ろう 陸上生態系の保護、回復および持続可能な利用の推進、森林の持続可能な管理、砂漠化への対処、
土地劣化の阻止および逆転、ならびに生物多様性損失の阻止を図る

16 平和と公正をすべての人に 持続可能な開発に向けて平和で包摂的な社会を推進し、すべての人に司法へのアクセスを提供す
るとともに、あらゆるレベルにおいて効果的で責任ある包摂的な制度を構築する

17 パートナーシップで
目標を達成しよう 持続可能な開発に向けて実施手段を強化し、グローバル・パートナーシップを活性化する

3 月刊税理士事務所CHANNEL



組
む
こ
と
を
視
野
に
入
れ
る
と
よ
い
で
し

ょ
う
。
た
だ
、
そ
の
時
に
重
要
な
の
は
投

資
先
を
強
引
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
よ
う
と

し
な
い
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、K
D
D
I
は

2
0
1
7
年
に
I
o
T
通
信
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
「
S
O
R
A
C
O
M
」
を
提
供
す
る
ソ

ラ
コ
ム
社
を
買
収
し
ま
し
た
が
、K
D
D
I
が

ソ
ラ
コ
ム
社
の
独
自
性
を
最
大
限
に
尊
重
し

た
こ
と
で
数
多
く
の
実
績
を
残
す
こ
と
に
成

功
、
第
4
回
「
日
本
ベ
ン
チ
ャ
ー
大
賞
」
で

経
済
産
業
大
臣
賞
「
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
・
大

企
業
等
連
携
賞
」
を
受
賞
す
る
に
至
り
ま
し

た
。
投
資
す
る
側
も
さ
れ
る
側
も
こ
の
視
点

を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

I
T
と
ア
イ
デ
ア
を
巧
み
に
取
り
込
む

続
い
て
、N
E
D
O
が
2
0
2
0
年
6
月

に
発
表
し
た
「
新
し
い
社
会
様
式
に
求
め
ら

れ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
像
」
に
着
目
し
て
み

ま
す
。
こ
の
提
言
で
は
世
界
的
な
社
会
課
題

の
解
決
実
現
に
あ
た
っ
て
は
、
国
内
の
政
策

当
局
、
産
業
界
、
学
界
が
一
体
と
な
っ
て
取

り
組
み
、
高
い
技
術
力
を
有
す
る
日
本
の
叡

智
を
結
集
し
、
世
界
的
な
け
ん
引
役
を
担
っ

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
ま
さ
に
そ
の
通
り
で
す
。
こ
の
提
言

で
挙
げ
ら
れ
て
い
る
共
通
キ
ー
ワ
ー
ド
は
デ

ジ
タ
ル
シ
フ
ト
（
リ
モ
ー
ト
、
オ
ン
ラ
イ

ン
、
分
散
化
、
自
動
化
、
省
人
化
）、
低
環

10
年
間
に
わ
た
っ
て
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
に
関
連
す
る
企
業
の
革
新
的
な
研
究
開
発

が
支
援
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

具
体
的
な
テ
ー
マ
も
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換

（
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー（
太
陽
・
地
熱
・
風

力
）、
低
コ
ス
ト
水
素
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
※
５
、

高
効
率
・
低
コ
ス
ト
な
超
省
エ
ネ
）、
運
輸

（
グ
リ
ー
ン
モ
ビ
リ
テ
ィ
※
６
、
高
性
能
蓄
電
池

（
E
V
な
ど
）、
バ
イ
オ
燃
料
）、
産
業
（
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
ス
チ
ー
ル
、
光
合
成
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
、C
O
²
吸
収
セ
メ
ン
ト
）、
業
務
・
家

庭
・
横
断
領
域
（
グ
リ
ー
ン
冷
媒
、
働
き
方

改
革
、
行
動
変
容
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ

ミ
ー
に
よ
る
省
エ
ネ
や
テ
レ
ワ
ー
ク
）、
農
林

水
産
（
生
態
系
に
よ
る
炭
素
蓄
積
、
ス
マ
ー

ト
農
林
水
産
業
、D
A
C（
直
接
空
気
回
収
技

術
））
と
い
っ
た
具
合
に
幅
広
い
の
で
、
あ
ら

ゆ
る
業
種
の
企
業
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
特
に
高
性
能
蓄
電
池
（
E
V

な
ど
）
に
関
し
て
は
、
テ
ス
ラ
社
や
中
国
メ

ー
カ
ー
な
ど
の
台
頭
に
よ
っ
て
、
自
動
車
業

界
の
産
業
構
造
が
激
変
す
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

既
に
自
動
車
業
界
に
関
わ
っ
て
い
る
モ
ノ
づ

く
り
系
企
業
に
つ
い
て
は
、
こ
の
波
に
乗
り

遅
れ
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
も
ら
い
た
い
と

こ
ろ
で
す
。

他
方
、
自
ら
革
新
的
な
事
業
を
立
ち
上
げ

る
に
は
資
金
や
時
間
が
不
足
し
て
い
る
と
い

う
中
小
企
業
は
、
そ
の
よ
う
な
技
術
を
持

つ
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
な
ど
と
タ
ッ
グ
を

無形資産 投資の種類 生み出されそうな知財 注目すべき活動

コンピュータ化
情報

ソフトウエア開発 特許、著作権、
デザイン知財、商標、その他

ソフトウエア投資・
IT投資による労働
生産向上活動

データベース開発 著作権他

イノベーション
財産

研究開発 特許、デザイン知財、その他 新素材・新部品、新
製品・新市場等の
新規性を生み出す
活動

鉱物探索 特許、その他

娯楽、
芸術的原作創造 著作権、デザイン知財

デザイン、
製品開発 特許、デザイン知財、商標

経済能力

研修 その他 働き方改革・テレ
ワーク等を柔軟に
受け入れるなどヒ
トの価値を引き出
す活動

市場調査と
ブランディング 著作権、商標、特許等

業務改革BPR 特許、著作権、その他

図3　無形資産（知的資本）への投資の高さと持続的成長 ※1 2015年9月の国連サミットで加盟国の全会
一致で採択された「持続可能な開発のための
2030アジェンダ」に記載された，2030年までに
持続可能でよりよい世界を目指す国際目標

※2 エンジェル税制…ベンチャー企業への投資を
促進するためにベンチャー企業へ投資を行った個
人投資家に対して税制上の優遇措置を行う制度

※3 株式投資型クラウドファンディング…非上場
株式の発行により、インターネットを通じて多くの
人から少額ずつ資金を集める仕組み

※4 カーボンニュートラル…2050年までに温室
効果ガスの排出を全体としてゼロにする国の目標

※5 低コスト水素サプライチェーン…水素の利活
用による脱炭素化を図るため、利用時のみでなく
製造時や貯蔵・輸送時なども含めた一連の流れ

※6 グリーンモビリティ…電動で、時速20km未
満で公道を走る、4人乗り以上のモビリティ

※7 レジリエント…「回復力」「しなやかさ」を意味
する英単語

※8 3R…Reduce（リデュース）：廃棄物の発生抑
制、Reuse（リユース）：再使用、Recycle（リサイク
ル）：再資源化をキーワードとする循環型社会を形
成していくための政策

※9 GAFA… 米 国の主 要IT企 業のグーグル
（Google）、アマゾン（Amazon）、フェイスブック
（Facebook）、アップル（Apple）の総称。マイ
クロソフト（Microsoft）を加えて、GAFAM（ガーファ
ム）と呼ぶ場合も。インターネットを軸に検索やショッ
ピング、ソーシャルネットワーク、携帯アプリといっ
たプラットフォームを生かしたビジネスをグローバル
に展開している

出典：ジョナサン・ハスケル＋スティアン・ウェストレイク著、山形浩生訳
「無形資産が経済を支配する～資本のない資本主義の正体」2020、東洋経済新報社

4月刊税理士事務所CHANNEL



境
負
荷
社
会
へ
の
更
な
る
転
換
（
レ
ジ
リ
エ

ン
ト
※
７
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
、
強
靭
な
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
）
な
ど
で
、
共
通
技
術
と
し

て
は
オ
ン
ラ
イ
ン
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

（
テ
レ
ワ
ー
ク
、
オ
ン
ラ
イ
ン
化
（
授
業
、
診

療
、
会
議
な
ど
））、
リ
ア
リ
テ
ィ（
バ
ー
チ

ャ
ル
会
議
、
オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
）、
自

動
化
・
省
人
化
（
ス
マ
ー
ト
農
業
・
工
場
な

ど
）、
信
頼
性
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ（
接
触
抑
制

技
術
全
般
、
ス
マ
ー
ト
決
済
（
ス
ー
パ
ー
な

ど
）、
イ
ン
フ
ラ
、
交
通
）、
環
境
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
対
策
（
3
R
※
８
、
環
境
材
料
、
バ
イ
オ

生
産
、
天
然
物
合
成
技
術
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
へ
の
移
行
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム

の
強
靭
性
増
強
策
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
内
容
を
見
て
も
分
か
る
よ
う
に
、
現

在
、
求
め
ら
れ
て
い
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

大
半
は
I
T
と
関
連
し
た
も
の
に
な
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
も
は
や
I
T
を
活
用
し
な
け
れ
ば

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
せ
な
い
時
代
に
な

っ
て
い
る
の
で
す
。
事
実
、
農
業
な
ど
の
分

野
に
お
い
て
も
、
も
と
も
と
農
業
と
関
係
が

な
い
業
種
が
ス
マ
ー
ト
農
業
に
取
り
組
み
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
始
め
て
い
ま
す
。

そ
う
い
う
意
味
で
も
、
こ
れ
ら
の
キ
ー
ワ
ー

ド
と
縁
が
な
い
企
業
は
、
ま
ず
は
そ
う
い
っ

た
事
業
と
関
わ
っ
て
い
る
大
学
や
企
業
と
連

携
し
て
み
る
こ
と
が
肝
心
で
す
。
大
学
発
ベ

ン
チ
ャ
ー
な
ど
と
の
連
携
は
敷
居
が
高
い
と

感
じ
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
大
学
や
地
元
の
小

中
高
校
な
ど
と
連
携
し
、
学
生
や
生
徒
の
知

恵
を
借
り
る
と
い
う
の
も
一
案
で
す
。
若
者

た
ち
は
既
存
企
業
に
は
な
い
ア
イ
デ
ア
を
持

っ
て
い
る
の
で
、
自
分
た
ち
が
持
っ
て
い
る

技
術
や
サ
ー
ビ
ス
を
地
域
の
中
で
ど
の
よ
う

に
活
用
で
き
る
か
を
あ
ら
た
め
て
問
う
て
み

る
と
い
い
で
し
ょ
う
。

無
形
資
産
の
重
要
性
が
顕
著
に

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
く
に

あ
た
っ
て
は
、
無
形
資
産
（
知
的
資
本
）
に

対
し
て
、
正
し
い
認
識
を
持
た
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
（
図
3
）。
と
り
わ
け
昨
今
の
世
界

経
済
の
中
核
を
担
っ
て
い
る
G
A
F
A
※
９
に

対
抗
し
て
い
く
に
は
、
無
形
資
産
を
重
視
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

こ
れ
ま
で
も
知
財
の
重
要
性
は
た
び
た
び

指
摘
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
だ
け
あ
ら

ゆ
る
業
種
に
I
T
が
活
用
さ
れ
る
よ
う
に
な

る
と
、
知
財
の
確
保
は
も
は
や
必
要
不
可
欠

で
す
。
こ
れ
を
お
ろ
そ
か
に
す
る
と
、
せ
っ

か
く
自
社
あ
る
い
は
連
携
先
が
優
れ
た
技
術

を
持
っ
て
い
て
も
、
他
社
が
類
似
す
る
技
術

を
知
財
化
し
た
が
故
に
使
え
な
く
な
る
、
ラ

イ
セ
ン
ス
料
を
支
払
う
必
要
が
生
じ
る
よ
う

に
な
る
と
い
っ
た
事
態
に
陥
り
か
ね
な
い
の

で
、
特
許
な
ど
に
よ
る
知
財
化
は
開
発
と
ワ

ン
セ
ッ
ト
で
進
め
る
く
ら
い
の
心
構
え
を
持

ズ
を
汲
み
上
げ
、
一
緒
に
な
っ
て
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
取
り
組
ん
で
み
て
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
。
内
閣
府
で
は
現
在
、「
世
界
と
伍
す

る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
・
エ
コ
シ
ス
テ
ム
拠
点

都
市
」
の
形
成
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進

し
て
お
り
、
首
都
圏
や
中
部
、
近
畿
、
福
岡
、

他
に
も
札
幌
や
仙
台
、
広
島
、
北
九
州
な
ど

の
拠
点
が
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
学
な
ど

と
パ
イ
プ
が
あ
る
先
生
方
で
あ
れ
ば
、
顧
問

先
を
は
じ
め
と
し
た
地
元
企
業
と
の
マ
ッ
チ

ン
グ
を
積
極
的
に
推
進
す
る
の
も
有
意
義
で

し
ょ
う
。

税
理
士
の
先
生
方
は
経
営
者
に
と
っ
て
最

も
身
近
な
存
在
で
す
。
そ
の
特
性
を
活
か
し

な
が
ら
、
経
営
者
と
向
き
合
い
、
そ
の
本
音

を
聞
き
出
す
こ
と
で
、
地
域
の
企
業
と
と
も

に
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
時
代
に
立
ち
向
か
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

つ
べ
き
で
し
ょ
う
。
そ
う
し
て
お
け
ば
、
仮

に
自
社
で
そ
の
技
術
を
使
い
こ
な
せ
な
く
と

も
、
他
社
に
売
却
し
た
り
、
ラ
イ
セ
ン
ス
契

約
を
結
ん
だ
り
す
る
こ
と
で
、
収
益
に
結
び

付
け
ら
れ
る
可
能
性
も
見
え
て
き
ま
す
し
、

金
融
機
関
な
ど
か
ら
の
評
価
も
確
実
に
上
が

り
ま
す
。

な
お
、
無
形
資
本
の
重
要
性
に
つ
い
て
は
、

ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
ハ
ス
ケ
ル
と
ス
テ
ィ
ア
ン
・

ウ
ェ
ス
ト
レ
イ
ク
の
著
書
『
無
形
資
産
が
経

済
を
支
配
す
る
〜
資
本
の
な
い
資
本
主
義
の

正
体
』（
東
洋
経
済
新
報
社
）
が
参
考
に
な
る

の
で
、
関
心
が
あ
る
方
は
こ
ち
ら
も
一
読
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

税
理
士
の
先
生
方
に
求
め
ら
れ
る
こ
と

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
向
け
て
こ
う
し
た
動
き

が
進
む
中
、
税
理
士
の
先
生
方
が
取
り
組
む

べ
き
こ
と
は
数
多
く
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
富

の
再
分
配
を
促
す
た
め
に
も
、
地
方
に
お
け

る
相
続
問
題
に
寄
与
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
顧
問
先
が
S
D
G
s
を

ど
れ
く
ら
い
達
成
し
て
い
る
か
を
顧
問
先
と

と
も
に
検
証
し
、
ア
ピ
ー
ル
の
材
料
と
し
て

活
用
し
て
い
く
こ
と
も
重
要
に
な
る
で
し
ょ

う
。
さ
ら
に
、
都
市
部
に
近
い
方
々
は
独
自

の
ア
イ
デ
ア
を
持
ち
起
業
し
た
ス
タ
ー
ト
ア

ッ
プ
の
拠
点
と
な
る
施
設
な
ど
に
積
極
的
に

足
を
運
び
、
起
業
家
や
そ
の
卵
た
ち
の
ニ
ー

QRコードからアクセスし、
ぜひお答えください!

本誌アンケートに答えた方に毎月抽選で

2,0002,000円分を円分を
プレゼント!プレゼント!QUOQUO

カードカード
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手
探
り
状
態
で
始
ま
っ
た

所
長
と
し
て
の
業
務

―
塚
田
先
生
は
も
と
も
と
、
札
幌
国
税
局

や
北
海
道
各
地
の
税
務
署
の
職
員
と
し
て
長

ら
く
働
い
て
い
た
そ
う
で
す
ね
。

塚
田 

高
三
所
長
（
以
下
、
敬
称
略
）　

30
年

以
上
に
わ
た
っ
て
国
税
局
や
税
務
署
の
業
務

に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
札
幌
国
税
局
の
調

査
官
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
大
型
事
案
を
担
当

し
た
他
、
変
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
は
「
営
繕
」

と
い
う
係
に
も
6
年
間
い
ま
し
た
。
こ
れ
は

税
務
署
の
宿
舎
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
関
連
建
築

物
を
修
繕
・
増
築
す
る
た
め
の
担
当
窓
口
で
、

建
設
事
業
者
の
入
札
を
取
り
仕
切
る
な
ど
特

殊
な
業
務
を
数
多
く
経
験
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

―
そ
の
後
、
現
在
の
事
務
所
の
所
長
と
な

ら
れ
た
の
で
す
ね
。
前
任
の
先
生
が
亡
く
な

り
、
そ
の
後
を
継
が
れ
た
と
伺
っ
て
い
ま
す

が
、
業
務
の
引
き
継
ぎ
も
な
く
ご
苦
労
さ
れ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

塚
田　

私
に
「
所
長
に
な
り
ま
せ
ん
か
」
と

声
を
掛
け
て
く
れ
た
事
務
長
が
事
務
所
の
運

営
面
を
取
り
仕
切
っ
て
い
た
の
で
、
そ
の
点

に
つ
い
て
は
心
配
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
が
、

当
時
6
人
ほ
ど
い
た
職
員
た
ち
に
対
し
て
は

か
な
り
気
を
遣
い
ま
し
た
ね
。
な
ん
と
い
っ

て
も
長
年
、
国
税
側
の
人
間
だ
っ
た
私
に
と

っ
て
、
税
理
士
と
し
て
の
実
務
を
行
う
の
は

そ
の
時
が
初
め
て
で
す
。
税
務
署
と
の
や
り

と
り
に
携
わ
っ
て
も
、
す
ぐ
に
顧
問
先
対
応

30年以上にわたり国税局や税務署の業務に携わった後、現在の事務所の所長となった塚田 高三先生。
以後、顧問先の元に足しげく通い、丁寧にコミュニケーションを重ねるスタンスで数多くの地場企業に寄り添ってきたといいます。
これまでの歩みと現状、新たな人材を迎えての今後の展望について伺いました。

親身で丁寧な顧問先支援を貫き
その精神を次代へと引き継ぐ

事 務 所事 務 所 訪 問

釧路市

所在地 北海道釧路市鳥取北4-5-26
TEL 0154-51-9788
設立 1998年
職員数 16名

塚田高三税理士事務所
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ま
し
た
。
顧
問
先
の
安
心
と
信
頼
に
つ
な
が

る
と
信
じ
て
そ
う
し
た
姿
勢
を
貫
い
た
と
こ

ろ
、
税
理
士
自
身
が
細
か
く
顧
問
先
の
元
に

足
を
運
ん
で
い
る
事
務
所
が
少
な
か
っ
た
の

か
、
地
場
企
業
の
間
で
「
う
ち
の
税
理
士
先

生
は
足
し
げ
く
訪
問
し
、
相
談
に
乗
っ
て
く

れ
る
」
と
話
題
に
な
り
、
口
コ
ミ
で
自
然
と

顧
問
先
が
増
え
て
い
き
ま
し
た
。
お
か
げ
さ

ま
で
こ
の
20
数
年
、
息
長
く
付
き
合
っ
て
く

だ
さ
っ
て
い
る
顧
問
先
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

ま
た
、
地
域
の
他
の
事
務
所
の
先
生
が
高
齢

で
後
継
ぎ
も
い
な
い
か
ら
と
、
数
十
件
の
顧

問
先
を
当
事
務
所
で
引
き
継
い
だ
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

―
長
年
お
付
き
合
い
の
あ
る
顧
問
先
が
多

い
と
の
こ
と
で
、
や
は
り
近
年
で
は
事
業
承

継
な
ど
の
相
談
が
増
え
て
い
ま
す
か
。

塚
田　

お
っ
し
ゃ
る
通
り
、
こ
こ
10
年
ほ
ど

は
相
続
に
際
し
て
の
自
社
株
対
策
な
ど
、
事

業
承
継
関
連
の
相
談
が
非
常
に
多
く
な
っ
て

い
ま
す
ね
。2
0
1
8
年
度
の
税
制
改
正
で
新

し
い
事
業
承
継
税
制
が
始
ま
り
、
後
継
者
が

相
続
や
贈
与
で
引
き
継
い
だ
自
社
株
に
関
す

る
相
続
税
・
贈
与
税
の
納
税
猶
予
が
認
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
時
に
は
、
早
速
い
く
つ

か
の
事
案
で
札
幌
国
税
局
に
申
請
を
出
し
ま

し
た
し
、
以
後
も
納
税
猶
予
の
手
続
き
は
増

え
て
い
ま
す
。

―
ご
く
最
近
で
い
え
ば
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
で
企
業
の
倒
産
や
廃
業
が
全
国
的
に
増
加

や
日
々
の
細
か
な
業
務
な
ど
が
で
き
る
わ
け

で
は
な
い
の
で
ま
さ
に
手
探
り
状
態
、
教
わ

る
こ
と
の
ほ
う
が
多
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
一
方
で
職
員
か
ら
す
れ
ば
、〝
所
長
〞
が

代
わ
る
わ
け
で
す
か
ら
戸
惑
う
の
は
当
然
で

す
。
最
初
の
数
年
は
、
お
互
い
に
気
を
遣
い

合
っ
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
私
自
身
が

仕
事
を
覚
え
て
顧
問
先
を
積
極
的
に
増
や
し

て
い
っ
た
の
は
4
年
目
く
ら
い
の
頃
か
ら
で

し
た
。
そ
の
あ
た
り
か
ら
顧
問
先
数
・
売
上

げ
と
も
に
伸
び
、
新
た
に
職
員
も
加
わ
っ
て

事
務
所
の
規
模
も
拡
大
し
て
い
っ
た
の
で
す
。

親
身
で
丁
寧
な
や
り
と
り
が

顧
問
先
サ
ポ
ー
ト
の
基
本

―
当
初
か
ら
掲
げ
て
い
る
事
務
所
の
コ
ン

セ
プ
ト
や
特
長
、
顧
問
先
サ
ポ
ー
ト
に
お
け

る
こ
だ
わ
り
な
ど
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ

い
。

塚
田　

正
直
な
と
こ
ろ
、
明
文
化
し
た
理
念

の
よ
う
な
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
顧

問
先
と
の
や
り
取
り
に
際
し
て
は
な
る
べ
く

足
し
げ
く
顧
問
先
を
訪
問
し
、
社
長
や
事
務

員
の
方
た
ち
と
じ
か
に
顔
を
合
わ
せ
、
と
に

か
く
親
身
に
相
談
に
乗
る
こ
と
、
話
を
聞
く

こ
と
を
当
初
か
ら
心
掛
け
ま
し
た
。
特
に
先

方
の
経
営
者
と
は
税
務
、
財
務
の
こ
と
だ
け

で
な
く
、
国
税
時
代
の
経
験
や
時
事
ネ
タ
、

日
常
の
雑
多
な
こ
と
な
ど
い
ろ
い
ろ
と
会
話

を
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
密
に
重
ね

し
て
い
ま
す
。
顧
問
先
の
状
況
は
い
か
が
で

す
か
。

塚
田　

意
外
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
倒
産
・
廃
業
は
今
の

と
こ
ろ
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
と
い
う
の

も
国
や
自
治
体
、
金
融
機
関
の
各
種
支
援
策

の
お
か
げ
で
補
助
金
を
得
た
り
資
金
を
借
り

ら
れ
た
り
で
き
る
か
ら
で
す
。
こ
れ
は
良
い

こ
と
で
は
あ
る
の
で
す
が
、
本
当
の
危
機
を

先
延
ば
し
に
し
て
い
る
だ
け
と
い
う
見
方
も

あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
に

対
応
す
る
べ
く
今
の
う
ち
か
ら
業
態
転
換
や

新
規
事
業
の
創
出
な
ど
を
図
っ
て
い
る
企
業
、

コ
ロ
ナ
禍
が
収
ま
れ
ば
元
の
通
り
売
上
げ
を

取
り
戻
し
て
や
っ
て
い
け
る
企
業
は
何
の
問

題
も
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
中
に
は
、
コ
ロ

ナ
禍
の
金
融
支
援
で
何
と
か
生
き
延
び
て
い

る
も
の
の
、
そ
の
後
の
展
望
が
な
か
な
か
描

け
て
い
な
い
企
業
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

そ
う
し
た
企
業
が
2
年
後
、
3
年
後
に
ど
う

な
っ
て
し
ま
う
か
、
倒
産
・
廃
業
が
一
気
に

増
え
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
、
私
は
そ
れ

が
心
配
で
す
。

　

税
理
士
の
立
場
か
ら
は
顧
問
先
企
業
そ
れ

ぞ
れ
の
経
営
の
最
終
判
断
に
ま
で
口
出
し
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
日
頃
か
ら
社
長
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
中
で
、
そ
れ
と
な
く

先
行
き
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
か
を
ヒ

ア
リ
ン
グ
す
る
よ
う
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。

新
た
に
税
理
士
を
迎
え
入
れ

次
代
に
バ
ト
ン
を
渡
す

―
事
務
所
の
現
在
の
体
制
や
今
後
の
こ
と

に
つ
い
て
伺
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
所
員
数

は
今
ど
の
く
ら
い
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

塚
田　

私
を
含
め
て
16
人
で
す
。
年
齢
層
は

私
と
も
う
1
人
70
代
が
い
て
、
そ
の
下
に
50

代
が
1
人
、
後
は
20
〜
30
代
の
若
手
と
い
っ

た
感
じ
で
す
。

―
昨
年
7
月
か
ら
、
新
た
に
も
う
1
人
、

税
理
士
の
方
が
加
わ
っ
た
そ
う
で
す
ね
。

塚
田　

新
し
く
税
理
士
を
迎
え
入
れ
よ
う
と

考
え
た
き
っ
か
け
は
、
事
務
長
が
一
昨
年
に

亡
く
な
っ
た
こ
と
で
す
。
彼
は
事
務
所
の
運

営
全
般
の
他
、
職
員
教
育
も
担
っ
て
く
れ
て

い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
二
人
三
脚
で
や
っ

各年代の職員が働くオフィスです
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て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
彼
の
亡
き

後
は
非
常
に
心
許
な
か
っ
た
で
す
ね
。
そ
こ

で
、
私
の
サ
ポ
ー
ト
役
、
ま
た
次
代
の
事
務

所
を
担
っ
て
い
く
人
材
を
探
し
た
と
こ
ろ
、

鈴
木 

直
人
先
生
に
巡
り
合
え
た
の
で
す
。

―
今
日
は
そ
の
鈴
木
先
生
に
も
ご
同
席
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
鈴
木
先
生
、
事
務
所
に

加
わ
っ
た
経
緯
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

鈴
木 

直
人
先
生
（
以
下
、
敬
称
略
）　

私
も

塚
田
先
生
同
様
、
札
幌
国
税
局
や
道
内
各
地

の
税
務
署
で
30
年
以
上
働
い
て
き
ま
し
た
。

「
地
場
企
業
に
寄
り
添
っ
て
そ
の
税
務
・
財
務
、

経
営
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
」
と
い
う
思
い
か

ら
い
ず
れ
は
独
立
を
と
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
、

実
家
が
釧
路
市
に
あ
る
と
い
う
事
情
も
あ
っ

て
塚
田
先
生
に
声
を
掛
け
て
い
た
だ
き
、
入

所
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

―
事
業
承
継
に
向
け
て
、
お
二
人
で
ご
準

備
を
進
め
て
い
る
状
況
で
す
か
。

塚
田　

ま
だ
鈴
木
先
生
に
来
て
も
ら
っ
て
か

ら
日
が
浅
い
の
で
、
そ
の
あ
た
り
は
ま
ず
様

子
を
見
な
が
ら
じ
っ
く
り
と
時
間
を
掛
け
て

や
っ
て
い
き
ま
す
。
事
務
所
の
方
針
や
顧
問

先
支
援
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
は
、
基
本

的
に
は
鈴
木
先
生
が
思
う
通
り
に
、
や
り
や

す
い
形
で
進
め
て
も
ら
え
れ
ば
と
考
え
て
い

ま
す
。

鈴
木　

塚
田
先
生
は
そ
う
お
っ
し
ゃ
っ
て
く

れ
て
い
ま
す
が
、
先
生
が
こ
れ
ま
で
数
多
く

の
顧
問
先
企
業
の
元
に
地
道
に
足
を
運
び
、

丁
寧
に
接
し
て
き
た
こ
と
は
か
け
が
え
の
な

い
財
産
で
す
。
そ
の
精
神
を
し
っ
か
り
と
引

き
継
ぎ
、
地
場
企
業
に
貢
献
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

―
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

塚田先生は小樽市生まれで、もともと釧路市

には縁がありませんでした。ところが、釧路税務

署に4年ほど勤務した時に現在の事務所の事務長

と税務調査を通じて知り合って交流を深め、時を

経てその事務長から声を掛けられたのがきっかけ

で同事務所の所長になったそうです。その際、も

ともと税理士として独立して個人事務所を立ち上

げようとは考えていなかった塚田先生は、「この

まま国税の仕事を続けるか、辞めるか」と大いに

迷ったそうですが、「自分を信用して声を掛けて

くれた事務長の想いに報いよう」と決意し、進む

道を定めました。それから約22年、今また新た

な人材として鈴木先生が加わり、次代を担ってい

くことが期待されています。

税 理 士 ま で の 歩 み

次代を担う鈴木 直人先生

長年にわたり顧問先と伴走してきた塚田 高三先生
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1
0
9
0
人
か
ら
す
る
と
、
今
回
は
半
分
近

く
ま
で
減
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

合
格
者
を
年
齢
で
見
て
い
く
と
、
公
認
会

計
士
試
験
と
比
べ
高
齢
化
し
て
い
る
こ
と
が

分
か
り
ま
す
（
図
2
）。
年
齢
が
若
い
ほ
ど
合

格
者
が
少
な
く
、
な
ん
と
こ
ち
ら
は
、
31
歳

以
上
で
78
・
5
％
を
占
め
ま
す
。

が
、
受
験
者
数
は
00
年
以
降
で
最
も
少
な

く
、
第
69
回
試
験
よ
り
3
1
0
6
人
減
っ
て

2
万
6
6
7
3
人
で
し
た
。
税
理
士
試
験
離

れ
が
深
刻
な
問
題
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

受
験
者
を
年
齢
別
に
見
ま
す
と
、
若
者
ほ

ど
税
理
士
試
験
離
れ
が
進
ん
で
お
り
、「
25

歳
以
下
」
は
、
08
年
度
は
9
3
2
0
人
が
受

験
し
ま
し
た
が
、
今
回
は
3
7
1
6
人
ま

で
減
少
。「
26
歳
〜
30
歳
」
の
層
に
至
っ
て

は
、
08
年
度
は
1
万
2
6
4
5
人
受
験
し
て

い
ま
し
た
が
3
分
の
1
以
下
の
3
8
9
0
人

で
す
。「
31
歳
〜
35
歳
」
の
層
も
、
08
年
度

は
1
万
2
1
1
7
人
受
験
し
て
い
ま
し
た
が
、

今
回
は
4
6
1
9
人
ま
で
減
少
し
て
い
ま
す
。

受
験
者
数
の
減
少
は
、
官
報
合
格
者
（
5

科
目
合
格
）
数
に
も
比
例
し
、
今
回
の
合
格

者
数
は
6
4
8
人
で
、
前
年
度
の
7
4
9
人

か
ら
1
0
1
人
減
っ
て
い
ま
す
。
04
年
度
の

2
0
2
1
年
2
月
16

日
、
令
和

2
年
（
2
0
2
0
年
）
公
認
会
計
士
試
験
の

合
格
者
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
合
格
者
数
は

1
3
3
5
人
で
、
合
格
率
は
10
・
1
％
で

し
た
。
合
格
者
数
は
、
15
年
に
1
0
5
1
人

と
底
を
打
っ
て
以
来
4
年
連
続
で
増
加
し
て

い
ま
し
た
が
、
今
回
は
前
回
の
1
3
3
7
人

か
ら
わ
ず
か
に
減
少
し
ま
し
た
。
願
書
提
出

者
の
総
数
は
1
万
3
2
3
1
人
で
、
19
年
の

1
万
2
5
3
2
人
か
ら
6
9
9
人
増
加
し
て

い
ま
す
。
願
書
出
願
数
は
5
年
連
続
の
増
加

で
す
。

注
目
し
た
い
の
は
、
合
格
者
の
年
齢
で
す

（
図
1
）。
35
歳
未
満
で
み
る
と
9
割
を
超
え

ま
す
。

一
方
で
、
20
年
12
月
18
日
に
は
、
第
70

回
税
理
士
試
験
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た

税
理
士
試
験
の
場
合
、
公
認
会
計
士
試
験

と
違
い
、
積
み
上
げ
方
式
の
た
め
、
何
年
か

か
っ
て
も
5
科
目
合
格
す
れ
ば
税
理
士
へ
の

キ
ッ
プ
を
手
に
入
れ
ら
れ
る
こ
と
が
、
合
格

者
の
高
齢
化
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
が
、
働

き
な
が
ら
資
格
取
得
を
目
指
せ
る
こ
と
は
大

き
な
利
点
で
す
。
た
だ
、
受
験
者
数
の
減

少
・
高
齢
化
と
い
う
点
で
は
業
界
の
将
来
を

考
え
る
と
懸
念
材
料
で
す
。
積
み
上
げ
方
式

の
受
験
制
度
だ
け
で
な
く
、
若
者
が
税
理
士

資
格
に
魅
力
を
感
じ
て
、
挑
戦
し
や
す
い
試

験
制
度
を
取
り
入
れ
て
い
く
こ
と
も
重
要
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

税
理
士
業
界
と
し
て
試
験
制
度
な
ど
に
関

し
て
何
ら
か
の
手
を
打
た
な
け
れ
ば
、
公
認

会
計
士
資
格
者
＝
若
手
、
税
理
士
資
格
者
＝

高
齢
者
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
社
会
に
定
着
し

て
し
ま
い
ま
す
。

元税金専門紙・税理士業界紙の編集長
である業界ウオッチャーが伝える、会計事
務所業界関連の最新情報 ! 旬な話題を
読み、事務所経営や顧問先へのアドバイ
スにご活用ください。

税金・会計ニュースを他では読めない切り口で伝えるメ
ディア「KaikeiZine」の編集長。税金の専門紙「納税通信」、
税理士業界紙「税理士新聞」の元編集長で、現在は租税
調査研究会の事務局長の傍ら、会計事務所ウオッチャー
としても活動。

「KaikeiZine」ホームページ● https://kaikeizine.jp/

宮口 貴志 氏

業界ウオッチャーの
ト レ ン ド 情 報

N O W

　業界ウオッチャーのトレンド情報 NOW

会計士試験合格者の
8割超が若者、税理士試験は
41歳以上が約4割という現実

File 13

＊合格者構成比は端数処理の関係で合計値が100%に
ならない

＊合格者構成比は端数処理の関係で合計値が100%に
ならない

年齢別

合格者数 合格者
構成比（％）

20歳未満 7 0.5
20歳以上25歳未満 799 59.9
25歳以上30歳未満 299 22.4
30歳以上35歳未満 128 9.6
35歳以上40歳未満 44 3.3
40歳以上45歳未満 23 1.7
45歳以上50歳未満 18 1.3
50歳以上55歳未満 11 0.8
55歳以上60歳未満 4 0.3
60歳以上65歳未満 2 0.1
65歳以上 0 0

合格者数 合格者構成比（％）
25歳以下 43 6.6
26〜30歳 96 14.8
31〜35歳 126 19.4
36〜40歳 136 21.0
41歳以上 247 38.1

図1 令和2年 公認会計士試験合格者の内訳

図2 第70回税理士試験 年齢別合格者
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期
待
さ
れ
る
役
割
は

ア
イ
ヌ
政
策
の
「
扇
の
要
」

「
ウ
ポ
ポ
イ
」
と
は
、
ア
イ
ヌ
語
で
「（
お

お
ぜ
い
で
）
歌
う
こ
と
」
を
意
味
し
ま
す
。

施
設
の
特
徴
に
つ
い
て
お
話
し
す
る
前
に
、

ま
ず
は
ア
イ
ヌ
民
族
の
歴
史
と
『
ウ
ポ
ポ
イ

（
民
族
共
生
象
徴
空
間
）』
が
つ
く
ら
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
背
景
に
つ
い
て
、
簡
単
に
ご
説

明
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

ア
イ
ヌ
民
族
の
祖
先
は
、
約
3
万
年
前
に

北
海
道
に
や
っ
て
き
た
と
さ
れ
ま
す
。
狩
猟

採
集
や
漁
労
を
し
て
暮
ら
し
、
農
耕
が
始
ま

っ
た
の
は
本
土
よ
り
も
ず
っ
と
遅
く
、
7
世

紀
頃
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

一
方
で
、
海
を
越
え
て
の
交
易
は
盛
ん
で
、

独
自
の
文
化
を
形
成
し
て
い
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
江
戸
時
代
に
な
る
と
、
蝦
夷
地

を
治
め
た
松
前
藩
に
よ
っ
て
ア
イ
ヌ
の
交
易

は
制
限
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
18
世
紀
に
入

る
と
、
和
人
（
大
和
民
族
）
の
商
人
が
松
前

藩
か
ら
交
易
を
請
け
負
っ
て
漁
場
経
営
を
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
下
で
多
く
の

ア
イ
ヌ
が
労
働
を
強
い
ら
れ
、
和
人
の
経
済

社
会
に
取
り
込
ま
れ
て
い
っ
た
の
で
す
。

そ
し
て
19
世
紀
後
半
、
南
か
ら
和
人
、
北

か
ら
ロ
シ
ア
人
が
押
し
寄
せ
て
く
る
と
、
ア

イ
ヌ
の
住
む
土
地
は
奪
わ
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
樺
太
や
千
島
に
住
ん
で
い
た
ア
イ
ヌ
民

族
は
、
さ
ら
に
開
拓
の
た
め
に
北
海
道
の
各

地
へ
と
移
住
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、「
入
れ
墨
な
ど
の
風

習
の
禁
止
」「
日
本
語
の
奨
励
」
と
い
っ
た
同

化
政
策
が
中
央
政
権
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
た

た
め
、
親
が
子
に
言
葉
や
文
化
を
伝
え
る
こ

と
を
諦
め
る
な
ど
、
ア
イ
ヌ
の
伝
統
文
化
は

徐
々
に
継
承
さ
れ
な
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。

戦
後
、
ア
イ
ヌ
の
人
々
は
こ
う
し
た
政
策

や
差
別
に
抗
議
し
、
世
界
の
先
住
民
族
と
も

協
力
し
な
が
ら
、
生
活
の
格
差
を
是
正
す
る

た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

ア
イ
ヌ
文
化
の
普
及
・
啓
発
活
動
も
盛
ん
に

な
り
、1
9
7
0
年
代
か
ら
は
道
内
各
地
で
刺

繍
や
木
彫
と
い
っ
た
伝
統
技
術
の
他
、
歌
や

踊
り
と
い
っ
た
伝
統
芸
能
の
継
承
活
動
が
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
近
年
は
ア
イ
ヌ

語
や
歴
史
を
学
べ
る
大
学
が
あ
る
な
ど
、
ア

イ
ヌ
文
化
を
守
り
、
育
て
て
い
く
環
境
が
少

し
ず
つ
整
っ
て
き
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
い
ま
だ
ア
イ
ヌ
の
歴
史
や
文
化

に
つ
い
て
、
多
く
の
国
民
が
十
分
に
理
解
し

て
い
な
い
と
い
う
課
題
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

伝
統
者
も
減
少
し
て
い
る
た
め
、
こ
の
ま
ま

で
は
ア
イ
ヌ
文
化
が
消
失
し
て
し
ま
う
と
い

う
懸
念
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、2
0
0
9
年
7

月
に
開
か
れ
た
「
ア
イ
ヌ
政
策
の
あ
り
方
に

関
す
る
有
識
者
懇
談
会
」（
開
催
：
内
閣
官
房

長
官
）
に
お
い
て
、
今
後
の
発
展
的
な
ア
イ

ヌ
政
策
の
「
扇
の
要
」
と
し
て
、「
民
族
共

アイヌの多彩な文化を五感で体験
『ウポポイ（民族共生象徴空間）』の魅力

北海道会企画

2020年7月、北海道白老町にアイヌ文化を復興し、発展させていくための活動拠点となるナショナルセンター『ウポポイ』が誕生
しました。施設は大きく「国立アイヌ民族博物館」「国立民族共生公園」「慰霊施設」の3つからなり、アイヌの暮らしや芸術などの文
化体験ができるのが魅力です。アイヌ民族の歴史とともに、『ウポポイ』がつくられることになった背景、施設の特徴、展示内容な
どについて、民族共生象徴空間運営本部のご担当者にお話しいただきました。

「国立アイヌ民族博物館」の外観
（公財）アイヌ民族文化財団 提供

博物館の基本展示室
（公財）アイヌ民族文化財団 提供

ポロト湖畔に立地している『ウポポイ』の俯瞰パース図
※イメージです

（公財）アイヌ民族文化財団 提供
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生
の
象
徴
と
な
る
空
間
」
の
必
要
性
が
提
言

さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
同
報
告
な
ど
を
受
け

て
、
12
年
7
月
の
ア
イ
ヌ
政
策
関
係
省
庁
連

絡
会
議
で
は
、「
民
族
共
生
象
徴
空
間
」
の
基

本
構
想
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
14
年
6
月
に
は
「
ア
イ
ヌ
文
化
の
復
興

等
を
促
進
す
る
た
め
の
「
民
族
共
生
の
象
徴

と
な
る
空
間
」
の
整
備
及
び
管
理
運
営
に
関

す
る
基
本
方
針
に
つ
い
て
」
が
閣
議
決
定
さ

れ
、
象
徴
空
間
の
主
要
施
設
な
ど
に
つ
い
て

定
め
る
と
と
も
に
、
20
年
に
開
催
予
定
で
あ

っ
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
競
技
大
会
に
合
わ
せ
て
一
般
公
開
す
る
こ

と
と
さ
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
経
緯
を
経
て
、
現
在
、『
ウ
ポ
ポ

イ
』
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
る
「
民
族
共
生
象

徴
空
間
」
が
誕
生
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

『
ウ
ポ
ポ
イ
』
に
は
「
長
い
歴
史
と
自
然
の
中

で
培
わ
れ
て
き
た
ア
イ
ヌ
の
文
化
を
多
角
的

に
伝
承
・
共
有
す
る
こ
と
」「
国
民
全
体
が
互

い
に
尊
重
し
共
生
す
る
社
会
の
シ
ン
ボ
ル
と

な
る
こ
と
」「
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
国
内
外

の
人
々
が
ア
イ
ヌ
の
世
界
観
、
自
然
観
等
を

学
べ
る
よ
う
な
機
能
を
有
す
る
空
間
で
あ
る

こ
と
」
と
い
っ
た
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。

ポ
ロ
ト
湖
畔
の
景
観
に
調
和
し
た

さ
ま
ざ
ま
な
施
設
を
整
備

『
ウ
ポ
ポ
イ
』
は
自
然
豊
か
な
ポ
ロ
ト
湖

畔
に
あ
り
ま
す
。
大
き
く
3
つ
の
施
設
に
分

か
れ
、
ひ
と
つ
は
「
国
立
ア
イ
ヌ
民
族
博
物

館
」
で
す
。
ア
イ
ヌ
民
族
の
歴
史
と
文
化
を

主
題
と
し
た
日
本
初
の
国
立
博
物
館
で
あ
り
、

北
海
道
初
と
な
る
日
本
最
北
の
国
立
博
物
館

で
も
あ
り
ま
す
。

常
設
の
基
本
展
示
室
で
は
、「
こ
と
ば
」

「
世
界
」「
く
ら
し
」「
歴
史
」「
し
ご
と
」

「
交
流
」
の
6
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
ア

イ
ヌ
民
族
の
視
点
か
ら
解
説
。
ア
イ
ヌ
文
化

を
支
え
る
独
自
の
優
れ
た
技
術
や
世
界
観
を

学
ん
で
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
ア
イ
ヌ
が
歩

ん
だ
栄
光
と
苦
難
の
道
の
り
、
そ
し
て
今
を

生
き
る
人
々
の
実
像
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
館
内
の
表
示
に
ア
イ
ヌ
語
が
第

1
言
語
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
の
も
特
徴
で

す
。
さ
ら
に
、
2
階
の
基
本
展
示
室
へ
向
か

う
途
中
に
は
、『
ウ
ポ
ポ
イ
』
全
体
を
見
渡
せ

る
パ
ノ
ラ
ミ
ッ
ク
ロ
ビ
ー
が
あ
り
、
長
さ
約

50
m
の
ガ
ラ
ス
ス
ク
リ
ー
ン
か
ら
望
む
美
し

い
景
色
は
必
見
で
す
。

本
館
の
展
示
が
、
ア
イ
ヌ
を
は
じ
め
と
す

る
世
界
各
地
の
先
住
民
族
に
目
を
向
け
、
さ

ら
に
は
文
化
・
風
習
の
違
い
を
認
め
合
い
な

が
ら
、
と
も
に
生
き
る
「
多
文
化
共
生
」
の

あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
っ

て
く
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ふ
た
つ
目
の
主
要
施
設
は
、
体
験
型
フ
ィ

ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
「
国
立
民
族
共
生

公
園
」
で
す
。
園
内
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
建
物

工芸品製作の実演見学や体験も可能
（公財）アイヌ民族文化財団 提供

博物館のパノラミックロビーからは美しい景色が望める
（公財）アイヌ民族文化財団 提供

レストランでは本格的なコース料理を提供
（公財）アイヌ民族文化財団 提供

体験交流ホールの全景
（公財）アイヌ民族文化財団 提供

体験交流ホールでは「アイヌ古式舞踊」などの伝統芸能
を観覧できる

（公財）アイヌ民族文化財団 提供

博物館には民族衣装などが展示されている
（公財）アイヌ民族文化財団 提供
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格
的
な
コ
ー
ス
料
理
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
イ
ー

ツ
も
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
も
ぜ

ひ
味
わ
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

い
ず
れ
も
有
料
エ
リ
ア
外
で
す
か
ら
、
ド
ラ

イ
ブ
の
休
憩
に
立
ち
寄
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

主
要
施
設
の
3
つ
目
は
、
ポ
ロ
ト
湖
東
側

の
高
台
に
あ
る
「
慰
霊
施
設
」
で
す
。
現
在
、

日
本
政
府
は
研
究
目
的
な
ど
で
発
掘
さ
れ
た

ア
イ
ヌ
の
人
々
の
遺
骨
や
副
葬
品
の
返
還
を

進
め
て
い
ま
す
が
、
直
ち
に
返
還
で
き
な
い

ケ
ー
ス
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。「
慰
霊
施

設
」
で
は
、
そ
う
し
た
遺
骨
や
副
葬
品
を
ア

イ
ヌ
の
人
々
に
よ
る
受
け
入
れ
体
制
が
整
う

ま
で
適
切
に
管
理
・
保
管
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
慰
霊
施
設
に
は
民
族
共
生
の
理
念
を
表

現
す
る
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
も
。
モ
チ
ー
フ
は
ア

イ
ヌ
の
人
々
が
儀
式
の
際
に
使
用
す
る
祭
具

「
イ
ク
パ
ス
イ
」
で
、
表
面
に
は
ア
イ
ヌ
独
特

の
文
様
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
伝
統
儀
式
を

行
う
た
め
の
慰
霊
行
事
施
設
も
併
設
し
て
お

り
、
ア
イ
ヌ
の
伝
統
住
居
「
チ
セ
」
を
イ
メ

ー
ジ
し
た
外
観
で
す
。

「
教
育
旅
行
」
の
目
玉
と
し
て

全
国
か
ら
来
場
者
が
多
数

昨
年
か
ら
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
当
初
、

20
年
4
月
24
日
に
予
定
さ
れ
て
い
た
『
ウ
ポ

ポ
イ
』
の
開
業
は
2
度
に
わ
た
っ
て
延
期
さ

れ
ま
し
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
も
当
初
の

予
定
か
ら
変
更
さ
れ
ま
し
た
が
、
11
月
か

ら
は
感
染
防
止
対
策
を
講
じ
た
上
で
「
体

験
」
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
り
ま
す
が
、
修
学
旅

行
や
宿
泊
学
習
な
ど
の
「
教
育
旅
行
」
と
し

て
、
道
内
は
も
ち
ろ
ん
、
全
国
各
地
か
ら
お

客
様
に
お
越
し
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
令
和

3
年
度
に
つ
き
ま
し
て
も
多
く
の
学
校
か
ら

予
約
を
い
た
だ
い
て
い
る
状
態
で
す
。

今
回
ご
紹
介
し
た
以
外
に
も
、『
ウ
ポ
ポ

イ
』
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
施
設
が
あ
り
ま
す
。

多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
て
い
ま
す
か

ら
、
ぜ
ひ
ご
家
族
や
友
人
を
誘
っ
て
一
緒
に

遊
び
に
き
て
く
だ
さ
い
。
ア
イ
ヌ
文
化
に
関

心
を
持
っ
て
く
れ
る
方
が
、
ひ
と
り
で
も
増

え
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

が
整
備
さ
れ
、
自
然
の
な
か
で
培
わ
れ
て
き

た
ア
イ
ヌ
の
文
化
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
例
え
ば
「
体
験
交
流
ホ
ー
ル
」
で
は
、

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い

る
「
ア
イ
ヌ
古
式
舞
踊
」
な
ど
の
伝
統
芸
能

を
上
演
。
広
い
半
円
形
ス
テ
ー
ジ
と
そ
れ
を

取
り
囲
む
客
席
と
の
間
に
は
段
差
が
な
く
、

間
近
で
演
者
の
動
き
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
「
体
験
学
習
館
」
で
は
、
ア
イ
ヌ

料
理
の
調
理
や
実
食
の
他
、
ム
ッ
ク
リ
（
口

琴
）
と
い
っ
た
伝
統
楽
器
の
演
奏
体
験
を
実

施
。
園
内
で
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
紙
人
形
劇
な

ど
、
お
子
さ
ま
向
け
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
用
意

し
て
い
る
の
で
、
ご
家
族
に
も
お
す
す
め
で

す
。さ

ら
に
公
園
内
で
は
ア
イ
ヌ
文
化
と
関
わ

り
の
あ
る
40
種
類
以
上
の
樹
木
と
身
近
な
草

花
を
観
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ア
イ
ヌ

の
人
々
は
、
植
物
を
採
取
し
て
建
材
や
生
活

用
具
、
祭
具
、
食
材
、
薬
な
ど
、
多
岐
に
わ

た
り
生
活
に
役
立
て
て
き
ま
し
た
。 

自
然

と
密
着
し
て
い
た
ア
イ
ヌ
の
人
々
の
暮
ら
し

を
、
植
物
を
通
じ
て
ぜ
ひ
感
じ
て
み
て
く
だ

さ
い
。
四
季
折
々
で
表
情
が
変
わ
る
湖
畔
の

景
観
も
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
に
な
る
は
ず

で
す
。

そ
し
て
、
レ
ス
ト
ラ
ン
や
フ
ー
ド
コ
ー
ト
、

カ
フ
ェ
、
ス
イ
ー
ツ
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
ア
イ

ヌ
文
化
に
由
来
し
た
食
材
を
用
い
た
創
作
料

理
な
ど
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
軽
食
か
ら
本

充実した品揃えのミュージアムショップ
（公財）アイヌ民族文化財団 提供

ポロト湖東側の高台にある慰霊施設
（公財）アイヌ民族文化財団 提供

カップチーズケーキやパピリカパイなども美味
（公財）アイヌ民族文化財団 提供

施設概要
住所：059-0902 北海道白老郡白老町若草町2-3
開園時間：
平日 9:00～18:00、土日祝日 9:00～20:00
※季節により変動
閉園日：月曜日、年末年始（12月29日～1月3日） 
※月が祝日または休日の場合は翌日以降の平日
HP: ainu-upopoy.jp
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  ■紹介パートナー
お客様をご紹介いただき、案件が成立した場合、mmapから貴事務
所にご紹介料をお支払いいたします。アドバイザリー業務は全て
mmapが行います。

ミロク会計人会
会員様

mmap報酬受領の24%＋1％（ミロク会計人会連
合会へ還元）

上記以外 mmap報酬受領の20%

【ご紹介料】※ご紹介料は、mmapが報酬受領後お支払いいたします。

❸紹介パートナー契約締結

❷ご紹介・情報提供

❺ご提案・実行

❼ご紹介料お支払い

❻報酬受領

❹アドバイザリー契約締結

紹介パートナー

❶ご相談

会計事務所様

顧問先様

〈主な支援業務〉
・事業承継 M&A
・事業再生
・MBO
・相続対策

　ミロク会計人会には、さまざまな会員メリット
があります。このコーナーでは毎回、その魅力
を詳しくお伝えします。

ミロク会計人会の

ミリョク

ま
な
業
界
で
人
材
不
足
が
指
摘
さ
れ

る
今
、
給
与
以
外
の
福
利
厚
生
の
充

実
も
他
社
と
の
差
別
化
を
図
る
ツ
ー

ル
と
な
り
得
ま
す
。
ま
た
、
福
利
厚

生
倶
楽
部
は
そ
の
サ
ー
ビ
ス
数
の
多

さ
か
ら
、
事
業
所
の
所
在
地
に
か
か

わ
ら
ず
〝
平
等
な
福
利
厚
生
制
度
〞

が
手
軽
に
導
入
で
き
る
こ
と
も
メ
リ

ッ
ト
の
一
つ
で
す
。

他
に
も
、
自
動
車
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

リ
ー
ス
の
導
入
で
、
保
守
費
用
等
の

軽
減
と
車
両
管
理
業
務
の
省
力
化
を

図
り
、
総
合
的
な
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を

目
的
に
、
住
友
三
井
オ
ー
ト
サ
ー
ビ

ス
（
株
）
と
も
業
務
提
携
を
し
て
い

ま
す
。「
ス
ズ
キ 

ア
ル
ト
」「
日
産 

ノ
ー
ト
」「
ト
ヨ
タ 

ア
ク
ア
」
な
ど

人
気
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
車
を
手
軽
な

月
額
費
用
で
利
用
で
き
、
会
員
特
典

と
し
て
、
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
が
サ
ー

ビ
ス
と
な
り
ま
す
。

業
務
提
携
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
だ
け

で
も
数
多
く
用
意
し
て
い
る
ミ
ロ
ク

会
計
人
会
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
入
会

を
ご
検
討
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
詳
し
く
は
最
寄
り
の
M
J
S
支

社
・
営
業
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

務
・
販
売
・
給
与
）
を
ご
契
約
い
た

だ
く
と
、
紹
介
者
へ
の
紹
介
手
数
料

に
加
え
、
ミ
ロ
ク
会
計
人
会
に
対
し

て
も
紹
介
手
数
料
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

顧
問
先
企
業
の
経
営
支
援
を
M
J
S

と
共
に
推
進
す
る
こ
と
が
、
会
の
活

性
化
に
も
繋
が
り
ま
す
。

ま
た
、M
J
S
の
グ
ル
ー
プ
会
社
、

（
株
）M
J
S 

M
＆
A
パ
ー
ト
ナ
ー

ズ
（
以
下
m
m
a
p
）
と
の
業
務
提

携
で
、
会
員
事
務
所
顧
問
先
企
業
の

M
J
S
グ
ル
ー
プ
と
共
に

顧
問
先
の
経
営
を
支
援

ミ
ロ
ク
会
計
人
会
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
企
業
と
業
務
提
携
を
結
び
、
会
員

の
皆
様
へ
の
入
会
メ
リ
ッ
ト
を
創
出

し
て
い
ま
す
。

代
表
的
な
の
が
、M
J
S
と
の

提
携
で
す
。
ミ
ロ
ク
会
計
人
会
の

会
員
の
方
が
新
規
顧
客
を
紹
介
し
、

M
J
S
の
基
本
ソ
フ
ト
（
会
計
・
財

ス
ム
ー
ズ
な
事
業
承
継
・
事
業
再
生

を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
支
援
の
方
法

に
は
、
①
紹
介
パ
ー
ト
ナ
ー
と
②
ア

ド
バ
イ
ザ
リ
ー
パ
ー
ト
ナ
ー
の
2
種

類
が
あ
り
ま
す
。

前
者
で
は　

会
員
事
務
所
の
顧
問

先
に
お
け
る
事
業
承
継
の
課
題
を

m
m
a
p
が
解
決
し
、
事
業
承
継
の

契
約
が
成
立
し
た
場
合
、
ご
紹
介
料

を
会
員
事
務
所
と
ミ
ロ
ク
会
計
人
会

に
お
支
払
い
し
ま
す
（
図
1
）。
後

者
で
は
、
会
員
事
務
所
と

m
m
a
p
が
顧
問
先
の
事
業

承
継
を
共
同
で
支
援
し
、
業

務
や
報
酬
の
具
体
的
内
容
は

協
議
の
上
で
決
定
し
ま
す
。

採
用
で
差
別
化
を
図
れ
る

福
利
厚
生
サ
ー
ビ
ス
も

福
利
厚
生
代
行
サ
ー
ビ

ス
の
（
株
）
リ
ロ
ク
ラ

ブ
が
運
営
す
る
「
福
利

厚
生
倶
楽
部
」（
全
国
約

1
万
2
6
0
0
企
業
・
団
体

様
が
採
用
）
と
の
提
携
も
魅

力
的
で
す
。
経
済
支
援
・
健

康
支
援
・
余
暇
支
援
に
ま
つ

わ
る
11
万
を
超
え
る
メ
ニ
ュ

ー
を
回
数
無
制
限
で
利
用
可

能
と
な
っ
て
お
り
、
さ
ま
ざ

規模 入会金 月会費
（1名様あたり）

100名未満 30,000円⇒無料 1,000円⇒800円
100〜1,000名未満 50,000円⇒無料 900円⇒800円

図2　「福利厚生倶楽部」のミロク会計人会特別価格 ※別途消費税

図1　mmapとの紹介パートナー制度の概要 
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ミロク会計人会からのお知らせ

MJSからのお知らせ

2
0
2
1
年
秋
の
統
一
研
修
会
開
催
に
つ
い
て

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
鑑
み
、2
0
2
0

年
11
月
に
開
催
予
定
で
し
た
第
45
回
全
国

統
一
研
修
会 
熊
本
大
会
が
延
期
と
な
り
ま

し
た
。

今
年
に
入
り
、
ワ
ク
チ
ン
の
優
先
接
種

が
始
ま
る
な
ど
コ
ロ
ナ
禍
の
収
束
に
向
け

た
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
る
中
、
九
州
会

の
結
束
力
を
示
す
べ
く
現
在
、
安
全
安
心

の
最
善
を
駆
使
し
本
年
11
月
18
日
の
大
会

開
催
を
目
指
し
て
準
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

従
来
の
よ
う
に
会
場
の
み
で
の
開
催
と

な
る
か
、W
e
b
を
活
用
し
て
ラ
イ
ブ
配

信
等
も
取
り
入
れ
る
か
な
ど
形
式
は
今
な

『
税
理
士
事
務
所
C
H
A
N
N
E
L
』

で
は
、
よ
り
充
実
し
た
誌
面
づ
く
り
の
た

め
、
本
誌
を
ご
覧
に
な
ら
れ
た
皆
様
に
ア

ン
ケ
ー
ト
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。

貴
重
な
時
間
を
割
い
て
い
た
だ
き
ア

ン
ケ
ー
ト
に
お
答
え
く
だ
さ
っ
た
方
に

御
礼
と
し
て
、
現
在
、Q
U
O
カ
ー
ド

2
0
0
0
円
分
を
抽
選
で
5
名
様
に
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
て
お
り
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回
答
は
、
本
誌
に

同
封
さ
れ
て
い
る
用
紙
だ
け
で
は
な
く
、

W
e
b
か
ら
も
で
き
ま
す
。
ミ
ロ
ク
会
計

人
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
、
本
誌
紹
介
ペ

ー
ジ
か
ら
回
答
フ
ォ
ー
ム
に
ア
ク
セ
ス
で

き
、
ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
と
一
部
本

誌
内
に
Q
R
コ
ー
ド
を
掲
出
し
て
い
ま
す

の
で
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
読
み
取
る

本
誌
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
答
え
い
た
だ
い
た
方
に

抽
選
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
お
送
り
し
ま
すこ

と
で
も
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
も
企
画
案
の
要
望
を
い
た

だ
き
、
そ
れ
が
実
際
に
「
シ
リ
ー
ズ
企
画
」

で
特
集
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
り
、
既
存

の
コ
ー
ナ
ー
の
内
容
や
本
誌
の
デ
ザ
イ
ン

に
関
す
る
要
望
を
い
た
だ
き
、
読
み
や
す

い
誌
面
づ
く
り
に
反
映
さ
れ
た
り
と
、
皆

様
の
声
に
よ
り
本
誌
は
着
実
に
ブ
ラ
ッ
シ

ュ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

今
後
も
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
、
ご
要
望

を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
よ
り
身
近
で
、

よ
り
事
務
所
運
営
・
業
務
に
役
に
立
つ
誌

面
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ア
ン

ケ
ー
ト
へ
の
ご
協
力
を
ぜ
ひ
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

抽選で5名様にQUOカード
2000円分をプレゼント!当
選結果は発送をもってかえさ
せていただきます

本誌に同封されているこちら
のアンケート用紙からお答え
いただくか、QRコードを読
み込んでお答えください

お
協
議
中
で
す
が
、
全
国
の
皆
様
が
一
堂

に
会
す
る
、
ミ
ロ
ク
会
計
人
会
に
と
っ
て

年
に
一
度
の
重
要
な
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
有

益
な
情
報
発
信
、
ま
た
久
方
ぶ
り
の
交
流

の
機
会
創
出
に
向
け
て
、
九
州
会
の
皆
様
、

ミ
ロ
ク
会
計
人
会
役
員
の
皆
様
、
そ
し
て

M
J
S
が
一
丸
と
な
り
、
そ
の
方
向
性
を

検
討
し
て
い
ま
す
。

現
在
の
予
定
と
し
て
は
、
簡
略
化
も
視

野
に
入
れ
た
式
典
、
基
調
講
演
、
分
科
会
、

現
地
熊
本
の
物
産
展
、
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル

を
取
り
入
れ
た
懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー
、
そ
し

て
翌
日
か
ら
の
懇
親
ゴ
ル
フ
大
会
や
記
念

旅
行
な
ど
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

開
催
の
運
び
で
議
論
が
進
ん
だ
際
に
は
、

本
誌
7
月
号
か
ら
開
催
告
知
を
掲
載
し
始

め
、
会
員
先
行
で
8
月
中
旬
よ
り
案
内
を

開
始
し
、
本
誌
9
月
号
に
申
込
書
付
き
の

開
催
案
内
同
封
、
併
せ
て
ミ
ロ
ク
会
計
人

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
告
知
等
を
行
っ
て
い

く
予
定
で
す
。

先
の
状
況
が
ま
だ
ま
だ
見
通
せ
な
い
時

分
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
現
時
点
を
も
っ

て
は
こ
の
よ
う
に
全
国
大
会
開
催
へ
向
け

て
具
体
的
な
準
備
と
議
論
を
進
め
て
お
り

ま
す
。
明
確
な
方
針
が
定
ま
り
ま
し
た
ら

随
時
本
誌
や
そ
の
他
ご
案
内
等
で
皆
様
に

お
伝
え
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ま
た
お

会
い
で
き
る
日
ま
で
、
ど
う
か
皆
様
ご
自

愛
く
だ
さ
い
。
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北海道網走市　竹林 徹
北海道ミロク会計人会

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
網
走
と
い
え
ば
刑
務
所

を
思
い
浮
か
べ
る
方
も
多
い
と
思

い
ま
す
が
、
網
走
刑
務
所
は
、
明

治
政
府
が
富
国
強
兵
を
目
指
し

て
、
ロ
シ
ア
に
も
対
抗
す
る
べ
く

蝦
夷
地
（
北
海
道
）
の
開
拓
の
た

め
、
刑
期
が
重
い
受
刑
者
を
労
働

力
と
し
て
使
う
べ
く
設
置
さ
れ
た

宿
泊
所
で
し
た
。
刑
務
所
は
現
在

で
も
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
と
は
別
に
「
博
物
館
網
走
監

獄
」
と
い
う
施
設
が
あ
り
、
野
外

歴
史
博
物
館
と
し
て
網
走
刑
務
所

旧
建
造
物
を
保
存
公
開
し
て
い
ま

す
。
監
獄
食
堂
で
は
、
囚
人
が
実

際
に
食
べ
た
監
獄
食
を
味
わ
え
ま

す
。と

こ
ろ
で
、
J
R
網
走
駅
の

駅
名
の
看
板
が
縦
書
き
な
の
を
ご

存
じ
で
す
か
? 

諸
説
あ
り
ま
す

が
「
刑
期
を
終
え
た
人
が
横
道
に

そ
れ
な
い
よ
う
に
」
と
の
意
味
が

あ
る
そ
う
で
す
。

こ
の
他
に
も
流
氷
や
オ
ホ
ー
ツ

ク
海
の
生
き
物
に
出
会
え
る
体
感

型
施
設
「
オ
ホ
ー
ツ
ク
流
氷
館
」、

今
か
ら
約
1
3
0
0
年
前
、
忽

然
と
現
れ
忽
然
と
消
え
た
北
方
の

民
オ
ホ
ー
ツ
ク
人
の
謎
を
解
明
す

る
施
設
「
モ
ヨ
ロ
貝
塚
館
」
な
ど

も
あ
り
ま
す
。

最
後
に
気
候
に
つ
い
て
で
す

が
、
網
走
は
晴
れ
の
日
が
多
く
、

夏
は
、
30
℃
を
超
え
る
日
は
数
日

と
過
ご
し
や
す
く
、
ス
ポ
ー
ツ
の

合
宿
地
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
ラ
ク
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

が
行
わ
れ
た
2
0
1
9
年
に
は
、

日
本
代
表
の
合
宿
も
行
わ
れ
ま
し

た
。ま

た
、
冬
の
網
走
を
語
る
上
で

欠
か
せ
な
い
の
が
、
流
氷
で
す
。

流
氷
は
、
北
海
道
沖
の
オ
ホ
ー
ツ

ク
海
で
、
1
月
下
旬
〜
3
月
下
旬

に
現
れ
ま
す
。
様
々
な
環
境
条
件

が
重
な
っ
て
で
き
る
神
秘
の
自
然

現
象
の
た
め
世
界
的
に
見
て
も
ご

く
限
ら
れ
た
地
域
で
し
か
見
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

流
氷
が
押
し
寄
せ
オ
ホ
ー
ツ
ク

を
埋
め
尽
く
す
壮
大
な
風
景
を
見

に
ぜ
ひ
、
網
走
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

私
ど
も
の
事
務
所
が
あ
る
網
走

市
は
、
北
海
道
の
北
東
沿
岸
に
位

置
し
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
に
面
し
て

い
る
、
人
口
3
万
5
0
0
0
人

の
街
で
す
。
海
産
物
と
周
辺
の
町

で
と
れ
る
農
産
物
な
ど
美
味
し
い

物
や
豊
か
な
自
然
が
あ
る
網
走
の

魅
力
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

北
海
道
に
は
美
味
し
い
も
の
が

沢
山
あ
り
ま
す
が
、
網
走
に
は
ブ

ラ
ン
ド
と
な
っ
て
い
る
釣
き
ん

き
、
イ
バ
ラ
ガ
ニ
の
他
、
ご
当
地

グ
ル
メ
と
し
て
、
オ
ホ
ー
ツ
ク

サ
ー
モ
ン
の
か
ら
揚
げ
を
の
せ
た

ザ
ン
ギ
丼
や
オ
ホ
ー
ツ
ク
塩
を
使

用
し
た
塩
味
ベ
ー
ス
で
地
元
の
魚

貝
・
野
菜
を
使
用
し
た
モ
ヨ
ロ
鍋
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表紙の写真 MJSより
製品解説から経理体操まで
YouTubeで動画を配信中！

MJS YouTube
公式チャンネル

釧路湿原は、釧路川とその支流を抱く
日本最大の湿原です。特別天然記
念物に指定されているタンチョウなどの
水鳥をはじめ、多くの野生生物の貴重
な生息地となっています。温根内木
道は、温根内ビジターセンターを起点
とする木道です。約1時間で1周でき、
湿原の動植物などを紹介する解説板
が設置されており、ヨシ・スゲ湿原やミ
ズゴケ湿原、ハンノキ林など様 な々表
情を持つ湿原を見ることができます。

「釧路湿原国立公園の
温根内木道」

（北海道鶴居村）

ホームページにて本誌データを公開しています! こちらもご覧ください

https://www.mirokukai.ne.jp/channel/index.html

ミロク会計人会

「我がまち網走」

（上）壮大な流氷は
見ものです

（右）「横道にそれ
ないように」との
意味が込められた
縦書きの網走駅
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